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中期経営計画策定に関するお知らせ 

当社は、2025 年２月 10 日開催の取締役会において、2025 年 12 月期から 2027 年 12 月期までの３期

を対象として、「中期経営計画 2025-2027」（以下、「中期経営計画」といいます。）として策定したものにつ

き、承認決議いたしましたので、以下のとおりにお知らせいたします。 

記 

１． 中期経営計画の概要 

（１）対象期間 2025 年 12 月期から 2027 年 12 月期 

今回策定した中期経営計画は 2025 年１２月期につき、昨年 7 月に修正を行った前中期経営計画

とその対象期間が重なっておりますが、すでに修正において記載している通りに、当社の企業価値

向上のために抜本的な改革を行うためには 2025 年 12 月期が重要な時期となるとの認識から、対象

期間を 2025 年 12 月期からと設定しております。よって既に開示している業績予想につきましても、本

中期経営計画にて記載している業績予想へ変更となります。 

（２）基本的経営方針 

 「デジタル社会に、リアルな絆を」という創業以来の経営ビジョンに、次代のアクリートへの転換のた

めに「超情報化社会でのキープレイヤーたれ」という新たなビジョンを加えることと致しました。 

 超情報化社会と言われる今、情報の共有化が進み、様々な情報が溢れる環境の中で、情報の真

偽・真贋を見極めることが大切な時代となり、当社はＳＭＳ事業のパイオニアとして、その超情報化社

会でのメッセージングビジネスの一端を担う者として、こうしたニーズへの対応を含めて安心・安全・

正確な情報の提供者としてコミュニケートプラットフォームカンパニーへと転換して参ります。 

（３）現状分析からの重点課題と施策指針 

 ①ＳＭＳ事業の事業環境の変化への対応の遅れ 

当社はＳＭＳ事業のパイオニアであり、通数においてはトップシェア争いをしながらも、収益構造

の改革への着手が遅れたことから収益性の低下を招きました。これらに対する施策指針としては

新しいＳＭＳの活用につながるソリューションの開発などにより、事業拡大を目指す事とします。 

  ②ＳＭＳ事業単一事業展開体制からの脱却の遅れ 

      ＳＭＳ事業に依存した事業体制では限界があり、事業領域の拡大とそれに伴う新たな柱となる



事業構築の必要性は明らかです。よって施策指針としては事業多様化戦略による新たなセグメン

トの設定とＭ＆Ａを含む組織改編による新たな事業体制構築、収益構造改革を行う事とします。 

   ③アジア市場を対象とした海外戦略の再構築の必要性 

      M＆Ａによる海外事業戦略の見直しを図り、現地企業を対象とした事業ベースでの海外戦略へ

の転換を施策指針とします。 

   ④当社単体での事業展開の限界 

      新たな施策指針として掲げる「事業領域拡大による新たな事業展開」のためには当社単体での

事業活動では限界があり、外部リソースの活用が重要となりますので、外部を活用したビジネスア

ライアンスの構築を含め、次代のアクリートとしてグループ企業体へ転換をその施策指針とします。 

（４）成長戦略 

「超情報化社会におけるコミュニケートプラットフォームカンパニーへ」 

事業多様化戦略により事業領域を拡大し、事業の「質」と企業としてのスケールアップを図り、次

代のアクリートとして、新たな企業価値を創造します。 

①収益構造改革：事業多様化戦略により事業領域拡大・新たな収益源となる事業を展開 

②企業構造改革：事業展開のために機能する組織改編による新たな企業グループ体の構築 

③事業構造改革：事業形態・ビジネスモデル・商品・サービスにおける新たな取り組み 

（５）事業概要（３つのセグメント） 

①コミュニケーション事業 

多様なメッセージサービスの展開と新たな認証領域・用途提案によるＳＭＳ＆ＣＰａａＳソリュー

ション開発によるシェアの獲得と増収による収益性の向上を目指します。（詳細は別紙参照） 

②ソリューション事業 

次代のアクリートのための成長因子として、新たな収入源となる事業として、当社の企業力・企

業価値向上に機能する事業としての展開を行います。特にＡＩ技術を含む独自のソリューションで

超情報化社会のおけるキープレイヤーとなることを目指します。（詳細は別紙参照） 

③投資・インキュベーション事業 

新たなアクリート、企業グループ体への転換・構築のためのフックであり、推進役としてのエンジ

ン機能を果たすために積極的な事業展開を目指します。（詳細は別紙参照） 

（６）事業体制 

経営活性化のために「ＳＭＳ事業単一事業からの脱却を目指した組織への改編・転換」と「既存子

会社の廃統合」、それによる「新たな企業グループ構築と統治」のための事業体制への展開を図りま

す」。 （別紙組織図参照） 

 

２．中期経営計画の数値目標（連結）  

別紙添付の経営指標につきましては添付の中期経営計画 14 ページをご参照下さい。  

尚、当該中期経営計画の進捗に応じてお知らせさせていただくべき事項ついては適時情報を開示せ

ていただきます。 



３．今後の見通し 

今回の「アクリート中期経営計画 2023-2025」の修正に伴い、事業の進捗を含め、発生事項、決定事項

が生じた場合には適時、お知らせさせていただきます。 

また、当該中期経営計画に基づく「事業計画及び成長可能性に関する事項」は作成次第直ちに開示

を行いますので、合わせてご参照下さい。 

以上 


































